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皆
様
、
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
旧
年
中
は
ご
厚
誼
を
賜
り
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
お
陰
様
に
て
、
私

ど
も
一
般
社
団
法
人
医
療
人
材
国
際
交
流
協

会
（
以
下
、
協
会
）
の
「
外
国
人
看
護
師
育

成
と
日
本
の
病
院
へ
の
就
職
支
援
」
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
（
以
下
、
当
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）
も
5

年
目
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
本
年

も
ど
う
か
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ

う
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
着
実
に
拡
大
す
る 

　
　
　   

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

さ
て
、
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
平
成
24

年
に
た
っ
た
2
名
で
始
ま
っ
た
当
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
す
が
、
平
成
28
年
4
月
ま
で
の
4
年

間
に
、
会
員
病
院
に
45
名
の
外
国
人
看
護
師

（
正
看
護
師
39
名
、
准
看
護
師
6
名
）
を
送

り
出
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
に
今
年

2
月
の
国
家
試
験
を
控
え
る
2
年
生
23
名
を

加
え
ま
す
と
、
卒
業
生
は
約
70
名
に
な
り
ま

す
。

　

一
方
、
外
国
人
看
護
師
の
日
本
に
お
け
る

勉
学
と
生
活
を
援
助
す
る
会
員
病
院
も
、
昨

年
新
た
に
4
病
院
が
加
わ
り
、
10
法
人
、
13

病
院
と
な
り
ま
し
た
。
外
国
人
看
護
師
学
生

に
理
解
を
示
し
温
か
く
見
守
っ
て
下
さ
る
会

員
病
院
の
皆
様
に
は
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。
会
員
病
院
の
ご
期
待
に
応
え
る
た
め
、

今
後
、
外
国
人
看
護
師
が
就
職
病
院
に
よ
り

早
く
馴
染
み
、
長
期
の
戦
力
と
し
て
定
着
で

き
る
よ
う
就
職
後
の
サ
ポ
ー
ト
体
制
を
強
化

し
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
外
国
人
看
護
師

採
用
、
人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
お
け
る
様
々

な
場
面
に
お
い
て
も
、
協
会
は
マ
ニ
ュ
ア
ル

の
整
備
・
事
務
研
修
・
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
の
形

を
通
じ
て
会
員
病
院
を
サ
ポ
ー
ト
し
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
の
見
通
し
で
す
が
、
協
会
は
設
立
当

初
か
ら
会
員
学
校
等
と
連
携
し
、
中
国
そ
し

て
ベ
ト
ナ
ム
の
看
護
大
学
の
協
力
を
得
な
が

ら
、
学
生
募
集
活
動
及
び
入
国
前
の
日
本
語

教
育
活
動
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
お
陰

様
で
、
受
け
入
れ
た
学
生
や
卒
業
生
か
ら
の

当
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
満
足
度
が
現
地
国
に

お
い
て
良
好
な
評
判
と
な
り
、
次
第
に
安
定

し
て
優
秀
な
外
国
人
看
護
師
学
生
の
確
保
が

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
引

き
続
き
協
会
は
優
秀
な
外
国
人
看
護
師
の
発

掘
に
も
努
め
て
い
き
ま
す
。
本
年
4
月
に
は

中
国
と
ベ
ト
ナ
ム
よ
り
、
新
た
に
約
60
名
の

留
学
生
（
看
護
師
）
を
迎
え
、
会
員
学
校
在

籍
生
徒
数
1
8
0
名
の
大
所
帯
と
な
る
予
定

で
す
。
今
後
は
ベ
ト
ナ
ム
の
看
護
学
生
を
さ

ら
に
増
や
し
、
優
秀
な
外
国
人
看
護
師
を
年

間
1
0
0
名
（
中
国
60
名
、ベ
ト
ナ
ム
40
名
）

輩
出
し
、
日
本
の
病
院
の
期
待
に
お
応
え
し

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

「
信
頼
と
挑
戦
」の
た
め
に

代
表
理
事 

年
頭
あ
い
さ
つ

協
会
の
今
ま
で
の
振
り
返
り
と
こ
れ
か
ら
へ
の
展
望

「
信
頼

2017
新春

1
年
を
通
し
て
様
々
な
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す

・
国
家
試
験
へ
の
決
起
集
会

・
国
家
試
験

・
看
護
コ
ー
ス
修
了
式

協
会
の
一
年

・
国
家
試
験
へ
の
決
起
集
会

1
月

・
国
家
試
験

2
月

・
看
護
コ
ー
ス
修
了
式

3
月Congratulations!

!
Congratulations!

!
Congratulations!

!
Congratulations!

!

代表理事：畢煜
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合
格
率
と
人
材
の 

　
　
質
の
向
上
を
目
指
し
て

　

協
会
の
大
き
な
使
命
の
第
一
は
「
看
護
師

国
家
試
験
合
格
」
で
ご
ざ
い
ま
す
。
協
会
は

会
員
学
校
と
連
携
し
て
そ
の
使
命
に
取
り
組

ん
で
お
り
ま
す
。
平
成
25
年
1
期
生
の
2
名

合
格
か
ら
、
平
成
28
年
の
4
期
生
ま
で
、
累

計
看
護
師
国
家
試
験
合
格
率
87
％
（
39
名
）、

準
看
護
師
に
至
っ
て
は
合
格
率
1
0
0
％

（
45
名
）
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
今
年
4
月

就
職
内
定
者
の
2
年
生
23
名
も
、
2
月
の
国

家
試
験
合
格
に
向
け
て
一
生
懸
命
頑
張
っ
て

い
ま
す
。
今
後
は
看
護
師
国
家
試
験
の
合
格

率
が
90
％
以
上
に
な
る
よ
う
、
学
生
選
抜
の

強
化
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
改
善
、
そ
し
て
看

護
国
家
試
験
担
当
教
員
の
補
強
を
主
要
な
テ

ー
マ
と
し
て
取
り
上
げ
て
ま
い
る
所
存
で
す
。

  

一
人
の
社
会
人
、 

　
　   

そ
し
て
看
護
者
と
し
て

　

協
会
の
第
二
の
使
命
は
、
外
国
人
看
護
師

が
日
本
の
病
院
に
就
職
後
に
、
日
本
社
会
の

一
人
そ
し
て
看
護
者
と
し
て
社
会
に
貢
献
で

き
る
人
材
に
育
て
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
協

会
は
設
立
当
初
、
日
本
語
能
力
試
験
N1
合
格
、

そ
し
て
看
護
国
家
試
験
合
格
に
注
力
し
て
お

り
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
は
看
護
師
と

し
て
の
就
労
の
必
要
条
件
で
し
か
あ
り
ま
せ

ん
。
外
国
人
看
護
師
採
用
の
経
験
や
就
労
の

評
価
を
通
し
て
、
病
院
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
、
そ
し
て
一
社
会
人
と
し

て
求
め
ら
れ
る
「
常
識
」
を
身
に
着
け
て
い

る
こ
と
こ
そ
が
、
会
員
病
院
が
求
め
て
い
る

大
切
な
力
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
昨
年
、
外
国
人
看
護
師
が
日
本
に
お

い
て
就
職
す
る
に
あ
た
っ
て
必
要
と
さ
れ
る

マ
ナ
ー
、
日
本
の
社
会
常
識
、
日
本
人
気
質

へ
の
理
解
力
を
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
取
り
入
れ

る
「
社
会
人
教
育
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
ス
タ

ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。
間
も
な
く
一
年
と
な
り

ま
す
が
、
そ
の
成
果
を
今
後
皆
様
に
ご
報
告

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

本
年
も
、
よ
り
よ
い
外
国
人
看
護
師
人
材
像

を
目
指
し
、
会
員
病
院
の
ご
意
見
や
ご
要
望

を
取
り
入
れ
な
が
ら
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

協
会
は
、
こ
の
よ
う
に
日
本
社
会
と
の
親

和
性
の
あ
る
質
の
高
い
外
国
人
医
療
人
材
を

数
多
く
育
成
し
、
日
本
の
病
院
の
ニ
ー
ズ
に

応
え
て
ま
い
り
ま
す
。
各
位
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
当
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
活
動
を
十
分
に

ご
理
解
頂
き
、
協
会
へ
の
積
極
的
な
ご
参
加

ご
協
賛
を
賜
り
、
こ
の
優
秀
な
外
国
人
看
護

師
の
ご
活
用
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う

心
よ
り
お
待
ち
申
し
上
げ
て
お
り
ま
す
。

　
そ
し
て
、
海
を
越
え
て

　

昨
年
11
月
、
介
護
福
祉
士
の
資
格
を
持
つ

外
国
人
に
在
留
資
格
を
認
め
る
「
出
入
国
管

理
及
び
難
民
認
定
法
」（
入
管
法
）
の
改
正

案
が
衆
院
法
務
委
員
会
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
併
せ
て
、「
外
国
人
の
技
能
実
習
の
適

正
な
実
施
及
び
技
能
実
習
生
の
保
護
に
関
す

る
法
律
案
」
が
成
立
し
、
農
業
・
製
造
業
が

中
心
だ
っ
た
技
能
実
習
制
度
の
職
種
に
「
介

護
」
が
加
え
ら
れ
る
見
通
し
で
す
。
外
国
人

が
単
な
る「
出
稼
ぎ
労
働
者
」で
は
な
く
、「
地

域
の
一
員
」
と
し
て
日
本
社
会
に
受
け
入
れ

ら
れ
る
日
に
向
か
っ
て
、
い
ま
大
き
な
転
換

期
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。「
介
護
」
と
「
医
療
」「
看
護
」
は
密

接
な
関
係
に
あ
り
、
当
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
も

少
な
か
ら
ぬ
期
待
が
寄
せ
ら
れ
る
と
予
想
し

て
お
り
ま
す
。
協
会
も
こ
の
流
れ
を
し
っ
か

り
と
つ
か
み
、
介
護
の
分
野
に
お
い
て
も
外

国
人
が
活
躍
で
き
る
よ
う
、
支
援
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
充
実
さ
せ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

協
会
の
立
ち
上
げ
が
そ
う
だ
っ
た
よ
う
に
、

有
志
の
力
が
1
人
、
2
人
と
集
ま
れ
ば
、
き

っ
と
何
か
が
変
わ
っ
て
い
き
ま
す
。
看
護
師

か
ら
差
し
伸
べ
ら
れ
る
温
か
い
手
を
待
っ
て

い
る
一
人
の
患
者
さ
ん
の
為
に
、
第
二
の
故

郷
・
日
本
で
の
活
躍
を
夢
見
る
若
い
外
国
人

看
護
師
の
為
に
、
外
国
人
材
育
成
の
パ
イ
オ

ニ
ア
と
し
て
、
海
を
越
え
て
お
互
い
を
認
め

理
解
し
合
う
社
会
を
実
現
す
る
こ
と
が
私
ど

も
の
責
務
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

本
年
も
、
何
卒
、
倍
旧
の
ご
支
援
を
賜
り

ま
す
よ
う
、
心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

＊　

＊　

＊　

・
第
3
回
定
時

   

　
社
員
総
会

・
第
27
回
日
本
在
宅
医
療
学
会

　
　
学
術
集
会
参
加

・
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
遠
足

・
ベ
ト
ナ
ム
看
護
大
学
訪
問

・
高
尾
山

　
薬
王
院
で

　
合
格
祈
願

　
合
格
祈
願
！

・
合
同
面
接
会

・
2
0
1
6
年
看
護
ク
ラ
ス

年
看
護
ク
ラ
ス

　
キ
ッ
ク
オ
フ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

・
ス
ポ
ー
ツ
大
会

5
月

6
月

・
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
遠
足

7
月

・
ベ
ト
ナ
ム
看
護
大
学
訪
問

10
月

・
高
尾
山

12
月

・
合
同
面
接
会

9
月
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司
会
　
本
日
は
お
集
ま
り
い
た
だ
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
国
家
試
験
ま
で
あ
と
僅

か
で
す
が
、
ク
ラ
ス
の
雰
囲
気
は
い
か
が
で

す
か
？

久
保
木
先
生
　
ラ
ス
ト
ス
パ
ー
ト
中
で
す
ね
。

皆
一
生
懸
命
で
す
。
毎
年
思
う
こ
と
で
す
が
、

中
国
人
学
生
の
最
後
の
追
い
上
げ
に
は
目
を

見
張
る
も
の
が
あ
り
ま
す
ね
。
集
中
力
が
違

い
ま
す
。

司
会
　
合
格
率
が
1
0
0
％
だ
そ
う
で
す
ね
。

ど
う
や
っ
て
、
そ
の
よ
う
な
高
い
合
格
率
を

維
持
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
？
（
※
看
護

師
国
家
試
験
合
格
率
は
87
％
）

久
保
木
先
生
　
新
日
本
学
院
は
日
本
語
学
校

で
す
の
で
、
あ
く
ま
で
医
療
・
看
護
に
か
か

わ
る
日
本
語
を
教
え
て
い
ま
す
。
し
た
が
っ

て
、
合
格
率
が
高
い
の
は
学
生
の
努
力
の
賜

物
で
す
。
た
だ
、
日
本
語
専
門
の
教
師
だ
け

で
は
な
く
看
護
学
校
教
員
の
経
験
者
を
教
師

と
し
て
迎
え
、
専
門
用
語
や
日
本
の
病
院
の

実
態
を
踏
ま
え
た
日
本
語
文
章
や
会
話
を
重

視
し
て
い
る
の
で
、
外
国
人
看
護
師
が
不
得

意
と
す
る
「
状
況
設
定
問
題
」
な
ど
で
も
一

定
の
成
績
を
残
せ
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

石
川
先
生
　
我
々
の
目
標
は
、
彼
ら
が
日
本

の
病
院
で
日
本
人
看
護
師
と
変
わ
ら
ぬ
看
護

を
実
践
す
る
こ
と
で
す
か
ら
、
日
本
の
看
護

が
目
指
し
て
い
る
も
の
を
踏
ま
え
、
そ
の
ニ

ー
ズ
に
あ
う
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
を
つ

け
さ
せ
る
こ
と
を
強
く
意
識
し
て
い
ま
す
。

　
ま
ず
は
違
い
を
知
る
こ
と
か
ら

司
会
　
皆
さ
ん
教
員
と
し
て
日
本
人
学
生
へ

の
看
護
教
育
の
経
験
は
お
あ
り
で
す
が
、
中

国
人
に
対
し
て
授
業
を
行
う
こ
と
に
最
初
は

戸
惑
い
も
あ
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。
本
校
へ

の
印
象
を
伺
え
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

長
井
先
生
　
今
ま
で
私
は
N1
と
い
う
言
葉
す

ら
知
ら
な
か
っ
た
も
の
で
す
か
ら
、
最
初
は

「
言
葉
が
通
じ
る
の
だ
ろ
う
か
」
と
い
う
不

安
は
あ
り
ま
し
た
。
で
も
学
生
は
本
国
で
は

看
護
師
の
免
許
を
持
っ
て
い
ま
す
し
、
漢
字

国
の
学
生
で
も
あ
り
ま
す
の
で
す
ん
な
り
と

授
業
に
入
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

増
田
先
生
　
授
業
に
入
る
前
に
ア
ン
ケ
ー
ト

を
と
り
ま
し
て
、
そ
れ
に
よ
っ
て
中
国
と
日

本
で
は
、
病
院
で
の
看
護
師
の
役
割
が
違
う

こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。 

日
本
の
看
護
師

の
役
割
は
『
診
療
の
補
助
』
と
『
日
常
生
活

の
援
助
』
の
大
き
く
2
つ
で
す
が
、
中
国
の

看
護
師
の
役
割
は
『
診
療
の
補
助
』
が
主
で

す
。
ま
ず
は
中
国
と
日
本
と
の
違
い
を
知
り
、

そ
れ
を
埋
め
て
い
く
作
業
が
必
要
で
し
た
ね
。

司
会
　
確
か
に
保
険
制
度
や
法
律
の
違
い
が
、

看
護
師
業
務
の
幅
の
違
い
に
な
り
ま
す
よ
ね
。

学
生
に
対
し
て
、
具
体
的
に
は
何
を
教
え
て

い
ま
す
か
？

増
田
先
生
　
私
の
担
当
は
、
在
宅
看
護
論
・

母
性
・
小
児
・
老
年
・
精
神
の
各
看
護
学
に

係
る
日
本
語
で
す
。
こ
れ
ら
の
分
野
は
、
中

国
に
お
け
る
教
育
と
日
本
の
教
育
の
内
容
が

か
な
り
異
な
る
の
で
、
言
葉
だ
け
を
教
え
て

も
理
解
で
き
ま
せ
ん
。
で
す
の
で
、
日
本
の

看
護
に
対
す
る
考
え
方
と
実
施
時
に
必
要
な

方
法
と
を
併
せ
て
教
え
て
い
ま
す
。
と
は
言

え
、
授
業
時
間
が
専
門
学
校
ほ
ど
潤
沢
に
あ

る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
国
家
試
験
の
過
去

の
出
題
傾
向
を
見
て
、
出
題
率
の
高
い
分
野

を
重
点
的
に
教
え
て
い
ま
す
。
出
題
率
の
高

い
分
野
は
、
病
院
で
の
実
践
の
場
面
で
も
当

然
重
要
に
な
る
分
野
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

長
井
先
生
　
確
か
に
限
ら
れ
た
時
間
の
中
で

何
を
教
え
る
か
と
い
う
の
は
か
な
り
重
要
で

す
ね
。
私
は
基
礎
看
護
学
・
成
人
看
護
学
を

担
当
し
て
い
ま
す
が
、
学
生
が
就
職
し
現
場

に
出
た
と
き
に
困
ら
な
い
よ
う
、
新
し
い
言

葉
を
教
え
る
度
に
、
中
国
で
は
勉
強
し
た
こ

と
が
あ
る
か
そ
の
都
度
確
認
し
な
が
ら
進
ん

で
い
ま
す
。

　
実
践
に
即
し
た
日
本
語
教
育

看護教育の現場から
～看護師試験合格率 100％を維持する秘訣～
新日本学院の「看護コース」は、日本の病院での就労を希望する外国人看護師の為に2012年４月に開設し
た特色ある日本語学習コースです。きめ細やかな指導、そして日本の病院の就労時に必要なコミュニケーショ
ン能力の向上を重視する授業を実現し、これまで受験した45名の外国人看護全員が看護師（39名）または
准看護師（6名）の資格を取得して、日本の病院に就職しています。
今回は、国家試験を2月に控えた2年生クラスの教員に、合格率100％を維持する新日本学院の看護コース
が、何に力を入れて取り組み今後どのように発展していってほしいか語り合っていただきました。
（※新日本学院看護コースには中国人とベトナム人が在籍しているが2年生は全員中国人）

【司会：医療人材国際交流協会 事務局長　柿木俊久】
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生
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教
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）

・
柿
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瞳
先
生

　

      （
看
護
師
・
元
看
護
教
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）

　

 

看
護
日
本
語
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー

・
石
川 

大
司
先
生

看護教育看護教育
新春特別座談会
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司
会
　
ど
の
よ
う
な
教
材
を
使
用
し
て
い
ま

す
か
？

久
保
木
先
生
　
日
本
の
専
門
学
校
の
学
生
が

学
ぶ
、
ほ
ぼ
全
教
科
の
教
科
書
と
レ
ビ
ュ
ー

ブ
ッ
ク
を
全
学
生
に
与
え
て
い
ま
す
。
国
家

試
験
の
過
去
問
題
や
オ
リ
ジ
ナ
ル
問
題
も
用

意
し
て
い
ま
す
。

増
田
先
生
　
常
に
進
歩
す
る
医
療
状
況
の
中

の
看
護
学
に
、
ま
ず
は
自
分
自
身
が
対
応
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
よ
ね
。
私
は
放
送
大
学

の
看
護
学
の
授
業
を
見
た
う
え
で
、
独
自
の

教
材
を
作
っ
て
最
新
の
看
護
に
必
要
な
知
識

を
踏
ま
え
た
用
語
を
教
え
る
よ
う
に
し
て
い

ま
す
。

司
会
　
教
え
る
内
容
は
、
日
本
人
学
生
と
中

国
人
学
生
に
対
し
て
で
は
ど
う
違
い
ま
す

か
？

柿
木
先
生
　
日
本
語
学
校
は
実
習
を
行
う
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。
そ
の
中
で
看
護
を
実
践

で
き
る
レ
ベ
ル
の
日
本
語
を
教
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
で
、
当
然
重
点
を
絞
っ
て
の
教

育
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

長
井
先
生
　
実
習
が
で
き
な
い
分
、
D
V
D

や
写
真
を
見
せ
る
な
ど
工
夫
し
て
い
ま
す
ね
。

中
国
で
は
、
清
拭
や
食
事
の
援
助
は
患
者
さ

ん
の
家
族
の
仕
事
な
の
で
学
生
た
ち
に
は
経

験
が
あ
り
ま
せ
ん
。
看
護
師
が
清
拭
や
食
事

を
す
る
上
で
の
注
意
点
な
ど
、
自
分
の
経
験

を
も
と
に
伝
え
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

柿
木
先
生
　
医
療
・
看
護
用
語
は
単
に
単
語

と
し
て
の
理
解
で
は
な
く
、
病
院
に
お
け
る

実
践
の
中
で
日
本
語
を
通
し
て
知
識
が
活
用

で
き
る
よ
う
、
看
護
学
の
体
系
の
中
で
理
解

さ
せ
る
こ
と
が
大
切
で
す
ね
。

増
田
先
生
　「
漢
字
を
見
て
意
味
は
分
か
る

が
日
本
語
で
発
音
で
き
な
い
」
こ
と
も
よ
く

あ
り
ま
す
。
病
院
の
現
場
で
は
、
専
門
用
語

で
会
話
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
か
ら

「
教
科
書
を
あ
え
て
声
を
出
し
て
読
む
」
と

い
う
こ
と
も
し
て
い
ま
す
。

司
会
　
学
習
の
進
捗
は
ど
の
よ
う
に
把
握
し

て
い
ま
す
か
？

増
田
先
生
　
授
業
の
冒
頭
で
は
前
回
の
授
業

の
範
囲
か
ら
出
題
す
る
振
り
返
り
の
ミ
ニ
テ

ス
ト
を
行
な
い
、
科
目
終
了
時
に
は
総
括
テ

ス
ト
に
よ
っ
て
学
習
の
進
度
を
把
握
し
て
い

ま
す
。

久
保
木
先
生
　
自
分
が
現
在
ど
の
く
ら
い
の

レ
ベ
ル
に
い
る
の
か
を
認
識
す
る
為
に
、
看

護
予
備
校
な
ど
で
実
施
し
て
い
る
模
擬
試
験

に
も
参
加
さ
せ
て
い
ま
す
。

　
見
え
て
き
た
課
題
と 

　  

計
り
知
れ
な
い
可
能
性

司
会
　
学
生
に
特
に
学
ん
で
ほ
し
い
事
柄
、

今
後
強
化
し
た
い
教
育
は
何
で
し
ょ
う
か
？

久
保
木
先
生
　
書
く
力
が
ま
だ
ま
だ
弱
い
と

感
じ
て
い
ま
す
。
レ
ポ
ー
ト
力
な
ど
を
向
上

さ
せ
る
為
に
、
S
O
A
P
を
使
っ
て
看
護
記

録
を
書
く
訓
練
な
ど
も
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

長
井
先
生
　
こ
れ
も
日
本
と
中
国
の
大
き
な

違
い
の
ひ
と
つ
で
す
が
、
中
国
の
看
護
師

は
「
記
録
す
る
」
と
い
う
こ
と
を
あ
ま
り
し

な
い
そ
う
で
す
。
そ
の
為
、
学
生
に
は
「
記

録
す
る
」
こ
と
の
意
味
か
ら
教
え
て
い
ま
す
。

看
護
記
録
と
は
思
考
方
法
で
あ
り
問
題
解
決

の
手
段
な
ん
だ
よ
と
、
し
つ
こ
く
言
っ
て
い

ま
す
が
、
時
間
が
足
り
な
い
と
い
う
の
が
本

音
で
す
ね
。

石
川
先
生
　
自
己
満
足
で
は
な
く
相
手
に
伝

わ
る
文
章
を
書
く
為
に
、
医
療
・
看
護
に
限

ら
ず
様
々
な
場
面
を
想
定
し
た
日
本
語
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
教
え
て
い
ま
す
。
そ

れ
と
、
看
護
師
で
あ
る
前
に
社
会
人
で
あ
る

こ
と
を
よ
く
認
識
し
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
挨
拶
や
敬
語
な
ど
は
社
会
人
の
基
本

で
す
が
、
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
日
本
人
ば
か

り
の
職
場
で
円
滑
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
と
れ
る
よ
う
に
「
相
手
を
思
い
や
る
」
会

話
や
行
動
と
い
う
こ
と
も
身
に
着
け
て
ほ
し

い
で
す
ね
。

司
会
　
で
は
最
後
に
中
国
人
看
護
師
に
対
す

る
期
待
を
お
願
い
し
ま
す
。

柿
木
先
生
　
新
日
本
学
院
で
学
ぶ
学
生
は
真

面
目
で
有
能
な
看
護
師
が
多
い
と
思
い
ま
す
。

彼
ら
が
日
本
の
医
療
・
看
護
の
考
え
を
し
っ

か
り
理
解
し
、
日
本
語
で
患
者
さ
ん
や
ご
家

族
と
会
話
が
で
き
、
日
本
人
と
変
わ
ら
ず
活

躍
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
。
そ
の
た
め
に
私
た
ち
も
教
育
の
場
を
通

し
て
応
援
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
彼

ら
に
は
、
十
分
そ
の
力
が
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

久
保
木
先
生
　
中
国
人
看
護
師
は
学
ぼ
う
と

す
る
強
い
意
志
を
持
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
に

日
本
人
の
気
持
ち
に
寄
り
添
え
る
『
思
い
や

り
の
気
持
ち
』
が
あ
れ
ば
看
護
師
と
し
て
鬼

に
金
棒
だ
と
思
い
ま
す
よ
。

司
会
　
そ
れ
は
同
感
で
す
ね
。
新
日
本
学
院

は
今
後
も
社
会
に
貢
献
で
き
る
立
派
な
看
護

師
を
育
成
し
て
い
く
、
と
い
う
非
常
に
意
味

の
あ
る
座
談
会
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
本
日

は
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

＊
　
＊
　
＊
　

看護教育の現場から
～看護師試験合格率 100％を維持する秘訣～

新春特別座談会

生徒からの信頼も厚い久保木先生と
外国人留学生への想いを語る増田先生

「中国人看護師の学びへの意志は強い」
と久保木先生
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新 春！ 
私の抱負2017

2 月の国家試験を控え、ますますの頑張りを見せる2 年生の学生たち。
今年生活の環境が大きく変わるであろう彼らに、2017 年の抱負を聞きました。

それぞれの抱負から、学生の意欲や個性を感じていただけると思います。

王莉婷（オウ リテイ）
櫻井病院 内定

身体を丈夫にする

楊妍（ヨウ ケン）
原田病院 内定
貯金する

朱雪美（シュ セツミ）
健育会 内定

5キロ痩せたい

康霞群（コウ カグン）
東京リバーサイド病院 内定
泳げるようになる

馬盼盼（マ ハンハン）
東松山医師会病院 内定

身体を鍛えてもっと健康になる

殷丹（イン タン）
埼玉医科大学 内定

家族と一緒に旅行したい

李雪（リ セツ）
高根病院 内定

英語力を高めたい

賀雲龍（カ ウンリュウ）
健育会 内定

日本の伝統技術を学びたい

孫雪姣（ソン セツコウ）
埼玉医科大学 内定

意地を張る癖を改める

張念花（チョウ ネンカ）
櫻井病院 内定

冷静さと広い視野を持つ

李慧清（リ ケイセイ）
東京リバーサイド病院 内定

健康維持

陳燕（チン エン）
健育会 内定

職場で良い人間関係を築く

李春承（リ シュンショウ）
埼玉医科大学 内定

何らかの形で社会に貢献する

陳美彤（チン ミトウ）
埼玉医科大学 内定

日本語をもっと上手になる

楊夢莹（ヨウ ムエイ）
埼玉医科大学 内定

正しい日本語を話す

彭麗娜（ホウ レイナ）
右田病院 内定
お金持ちになる

林婕婷（リン ショウテイ）
健育会 内定

看護試験合格

董春雲（トウ シュンウン）
健育会 内定

良い看護師になる

田鈺聃（デン ギョクタン）
瑞穂会 内定

一人前の看護師になる

黄倩楠（コウ センナン）
埼玉医科大学 内定
初志貫徹
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病 院 会 員 募 集 中 ！
お問い合わせ先  

外国人看護師を採用する病院会員を募集しています。
詳細は下記までお問い合わせください。

一般社団法人 医療人材国際交流協会

日本の医療用語をまだ学んでいな
い中国とベトナムの看護師に日本
の医療用語に関するクイズを出し
ました◆その結果㋐両者とも正解
率の高い用語㋑中国人の正解率
が高い用語㋒ベトナム人の正解率
が高い用語㋓両者とも正解率の低
い用語に分かれました◆4パターン
の代表的な用語を日本語-英語-中
国語-ベトナム語の順に書きます◆
㋐アスピリン－aspirin－阿司匹林
－aspirin㋑胃潰瘍－gastric ulcer 
 

－胃溃疡－loet da day㋒ビリルビ
ン－bilirubin－胆紅素－bilirubin㋓
ホルモン－hormone－激素－kich 
thich to◆中国人は漢字は得意でも
カタカナ用語は苦手な人が多いので
すが、ベトナム人は漢字で苦労する
一方カタカナ用語は比較的早く覚え
ます。それは、ベトナムも日本同様多
くの医療用語を英語のまま使用して
いるからでしょう◆外国人看護師に
日本の医療用語を教える先生の苦
労と努力が今後も更に続きます                

 （KT）

編集後記

新会員病院紹介
    社会医療法人社団 正志会 荒木記念

東京リバーサイド病院

【概　　要】
名　　　称：社会医療法人社団 正志会　荒木記念 
　　　　　　東京リバーサイド病院
所　在　地：〒116-0003 東京都荒川区南千住8-4-4
開　　　設：平成21（2009）年5月1日
代　表　者：理事長　猪口　正孝
経 営 理 念：最新の知識と技術に基づき、安心確実な　
　　　　　 　医療を提供することによって地域に貢献する
基 本 方 針：１.患者さんに信頼される病院を創ります
　　　　　　２.母と子に優しい病院を創ります
　　　　　　３.地域社会に貢献できる病院を創ります

　　　　　　４.職員が誇りを持って働ける病院を創ります
交　　　通：JR常磐線、つくばエクスプレス、地下鉄
　　　　　　日比谷線　南千住駅より徒歩15分
診 療 科 目：内科、小児科、産科、婦人科、
　　　　　　整形外科、外科、皮膚科、泌尿器科、
　　　　　　リハビリテーション科、麻酔科
救 急 指 定：東京都指定２次救急医療機関
常勤医師数：17名
　　　　　 （産婦人科9名、新生児科1名、内科3名、
　　　　　　　　   小児科1名、整形外科1名、麻酔科2名）
病　床　数：109床（産婦人科中心のレディース病棟　
　　　　　　　　　　55床、一般病棟54床）
開 設 経 緯：白鬚西地区市街地再開発事業で整備され
　　　　　　た防災公園と高層住宅が立ち並ぶ汐入地
　　　　　　区住民の「産科・小児科・救急を扱う病
　　　　　　院を誘致したい」との声に応え、産科病
　　　　　　棟28床・一般病棟55床・回復期病棟50
　　　　　　床の救急病院として開設しました。平成
　　　　　　28年6月以降、産科機能を拡充すべく、
　　　　　　回復期病棟を産科中心のレディースフロ
　　　　　　アに改修する工事を進めています。

【入会の動機】
　当院のある荒川区南千住地区には多くの中国人の方
が住まわれており、当院をご利用される方もたくさん
いらっしゃいますが、当院には中国語が話せる職員が
いないため、ご不便をおかけすることがあります。そ
こで、中国人看護師を受け入れることで、出産の嬉し

い時も病気で辛い時もコミュニケーションを円滑にし
ケアしたいとの思いで入会いたしました。中国人の患
者さんと直接コミュニケーションを取ってもらうこと
に加え、他の職員が中国人看護師と共に働くことによ
って、中国人の患者さんに対する理解を深めてくれれ
ばと期待しています。 

【医療人材国際交流協会への期待】
　日本の看護師を目指して新日本学院で勉強されている
中国人看護師の方々と面談する機会をいただきました。
日本で看護師として働くことに夢と希望を持って受験勉
強とアルバイトに励んでいる様子が見て取れ、当院の期
待に応えてくれる手ごたえを感じました。当院でも入職
される方の期待に応えられるよう受入体制を整えますの
で、日本で看護師として永く活躍できる人材をご紹介い
ただきますよう期待しています。

医療法人社団

健育会

【概　　要】
名　　　称：医療法人社団 健育会
本部所在地：〒101-0054 東京都千代田区神田錦町3-18
開　　　設：昭和28（1953）年
代　表　者：竹川節男
私達の使命：「クライアントの心を豊かにする病院グループ」

【グループ法人】
　・医療法人社団健育会
　・医療法人常磐会
　・医療法人喬成会
　・医療法人社団茅ケ崎セントラルクリニック
　・社会福祉法人不二健育会

　・株式会社ヘルスケアシステムズ
  〈地　域〉
　 東京・神奈川・静岡・福島・宮城・北海道
  〈職員数〉
　 2,827人
  〈施　設〉
　 ・病院：7病院（2病院建設中）
　 ・クリニック：2施設
　 ・介護等の施設：8事業所

【入会の動機】
　当法人では、医療・介護人材の不足に対応するため、2007
年からフィリピンで看護師資格を有する留学生の受け入れを始
め、その後EPAの受け入れを行う等外国人の方の雇用を行って
きました。当初は海外からの人材受け入れに戸惑うこともありま
したが、10年に渡る取り組みのなかで、外国人の方と共に働く
風土や多様性を受け入れる文化も進んできたため、もっと多く
の方を受け入れできないかと考えていました。そのような折、医
療人材国際交流協会の広報誌で中国からの看護師の方の受け入
れを行っていることを知り、入会させていただきました。

【医療人材国際交流協会への期待】
　4月より貴会からご紹介いただいた看護師の受け入れ
がはじまります。まずは、皆さんに日本に来てよかった
と思っていただけるようにしっかりと準備を進めたいと
思っています。これからも末永く、ご一緒に働いていだ
ける人材のご紹介をよろしくお願いいたします。

【熱川温泉病院】
特　徴：温泉で療養する先駆けとなっている病院
　　　　温暖な環境を生かした療養生活・食事は地産
　　　　地消を中心に体の機能回復を目指しています
病床数：199床
機　能：回復期リハビリテーション病床・療養病床・
　　　　人工透析
住　所：静岡県賀茂郡東伊豆町白田24

【西伊豆健育会病院】
特　徴：24時間365日救急を受け入れる病院・
　　　　研修医にも人気の病院
　　　　救急医療から在宅医療までを実践、地域に
　　　　信頼される病院を目指しています
病床数：78床
機　能：一般病床・地域包括ケア病床・
　　　　人工透析（2次救急告示病院）
住　所：静岡県賀茂郡西伊豆町仁科138-2

熱川温泉病院

TEL
042−513−7620

e-mail　kango@iryojinzai.or.jp

担当：吉本、久保木、柿木（かきのき）

FAX
042−530−2455
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